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研究成果の概要（和文）：本研究では，可積分系，特殊関数の理論を拡張し，その応用範囲を広げることを目的とした
。主な結果としては次が挙げられる。
(1) Goldstein-Petrichによる平面曲線の等周変形と戸田格子階層との関係を明らかにし，それを通してアフィン・リ
ー代数の実型との対応を考察した。(2) ヤング図形の組合せ論に現れる艤装配置(rigged configuration)について，ソ
リトン・オートマトンの観点から研究を行った。その結果，時間発展の線形化についての初等的別証明を与えることに
成功した（論文は現在準備中）。
これら以外にも，微分幾何学，組合せ論に関する結果が得られており，現在も研究を進めている。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to extend the theory of integrable systems and special 
functions. We have focused mainly on applications to differential geometry and combinatorics, and 
obtained the following results;
(1) Goldstein and Petrich introduced a hierarchy of equations that governs isoperimetric deformation of 
plane curves. We have revealed that the Goldstein-Petrich hierarchy is indeed a reduced case of the Toda 
lattice hierarchy. (2) We have studied rigged configurations from the viewpoint of soliton cellular 
automaton. We have obtained alternative proof of the linearization property of the time-evolution, which 
is simpler than the known proofs.
We have obtained still other preliminary results that are related to applications of integrable systems 
to differential geometry and combinatorics. We will investigate them further in near future.

研究分野： 数理物理学
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１．研究開始当初の背景 
 特殊関数を拡張する試みとして，多変数化，
離散化，非線形化など，様々なアプローチが
試みられてきた。これまでの研究で，それら
の拡張された特殊関数が，可積分系の研究に
様々な形で表れている。そこで本研究では，
可積分系の持つ豊かな代数的構造を利用し
て，特殊関数の整理・拡張を行うことを構想
した。 
 
２．研究の目的 
 何を持って「特殊関数」とするかに数学的
に明確な定義はないが，本研究では，何らか
の (物理的,数学的) 現象を記述する際に普
遍的に現れる関数を,「特殊関数」と呼ぶこ
とにしたい。可積分系の持つ豊かな代数的構
造を利用して，特殊関数の整理・拡張を行う
ことを通して，一見すると無関係な複数の分
野にまたがって現れる「特殊関数」的な構造
の例を増やすことが本研究の主目的である。 
 
３．研究の方法 
 研究の出発点として，研究代表者が研究経
験を積み重ねてきた題材において，そこに現
れる特殊関数的構造を調べるという手法を
とった。そうして見えてくる構造に関して，
連携研究者，研究協力者と密接に連絡を取り
つつ視野を広げていくという方法で進めた。 
 
４．研究成果 
 本研究では，可積分系，特殊関数の理論を
拡張し，その応用範囲を広げることを目的と
した。研究代表者による主な結果としては，
微分幾何学における曲線の運動の明示的記
述，及び組合せ論における諸量と離散可積分
系との関係の解明などが得られた。今後の発
展に向けて特に重要度が高いと思われる結
果を列挙する。 
 (1) Goldstein-Petrichによる平面曲線の等
周変形と戸田格子階層との関係を明らかに
した。その対応を通して，アフィン・リー代
数の実型との対応を考察した。ここで現れて
いるのはsl2という最も簡単な場合であるの
で，他の型への拡張が期待できる。 
 (2) ヤング図形の組合せ論に現れる艤装配
置(rigged configurations)について，超離
散可積分系の一つであるソリトン・オートマ
トンの観点から研究を行った。その結果，時
間発展の線形化についての初等的別証明を
与えることに成功した（論文は現在準備中）。
この観点を深め，ヤング図形の組合せ論と関
連する諸量を離散可積分系の視点から捉え
直すことで，新たな発展が期待できる。 
 これら以外にも，微分幾何学，組合せ論，
超離散系に関する準備的な結果が得られて
おり，現在も研究を進めている。連携研究者
の Willox は超離散可積分系の研究を進め，
従来の系を拡張する結果を得た。また，連携
研究者の斉藤は，柏原クリスタルに関する研
究を進め，特にアフィン A型の場合の結果を

まとめた。今後の研究で，これらの結果の間
に直接の結びつきを見出すことが期待でき
る。 
 前述の準備的な結果を進めること，及び連
携研究者の研究結果と結び付けることにつ
いては，本研究計画の最終年度の応募で新規
に応募し採択された研究計画「諸分野に現れ
るタウ関数の構造」（課題番号: 16K05184，
研究種目: 基盤研究(C)，平成 28年度〜平成
32 年度）に引き継がれている。 
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